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明
治
四
十
年
六
月
三
十
日
、
第
十
一
回
目
の
文
藝
講
演
會
を
牛
込
の
演
藝
館
に
開
き
、
演
説
終
り
て
、
同
所
に

小
宴
を
催
し
、
夜
の
十
時
過
ぎ
に
散
會
し
た
る
が
、
和
田
垣
博
士
に
要
せ
ら
れ
て
、
小
日
向
臺
な
る
其
家
に
い

た
る
。
博
士
は
、
博
識
多
才
、
一
代
に
超
絶
す
。
洋
畫
や
、
日
本
畫
や
、
書
や
、
古
物
や
、
一
々
實
物
に
就
い

て
説
明
せ
ら
る
。
謠
曲
を
も
う
た
は
る
。
終
に
手
風
琴
を
と
り
出
し
、
曾
て
小
栗
風
葉
來
り
し
時
、
奏
し
て
聞

か
せ
し
に
、
風
葉
感
じ
入
り
て
涙
を
お
と
し
た
る
こ
と
あ
り
き
。
今
そ
の
曲
を
君
等
の
爲
に
と
て
、
一
曲
を
奏

す
。
如
何
に
ぞ
や
、
涙
は
こ
ぼ
れ
ぬ
か
と
い
ふ
。
さ
れ
ど
、
か
な
し
や
、
音
樂
を
聞
く
耳
を
も
た
ず
。
所
謂
馬

耳
に
東
風
な
る
も
の
也
。
あ
り
の
ま
ゝ
に
、
そ
の
由
を
言
へ
ば
、
さ
ら
ば
、
今
一
つ
奏
せ
む
、
耳
を
澄
ま
し
て

聞
け
と
て
、
再
び
奏
す
。
何
と
な
し
に
、
あ
は
れ
に
は
聞
ゆ
れ
ど
、
涙
は
出
さ
う
に
も
無
し
。
曲
よ
り
は
、
却

つ
て
、
聽
官
の
に
ぶ
き
に
涙
を
こ
ぼ
し
た
く
な
り
ぬ
。
酒
を
侑
め
ら
れ
、
醉
ひ
し
上
に
醉
ひ
て
、
辭
し
て
出
で

た
る
時
は
、
既
に
午
前
三
時
を
過
ぎ
た
り
。
世
人
普
通
に
明
日
と
い
ふ
處
な
る
が
、
正
し
く
云
へ
ば
、
今
日
也
。

今
日
、
遠
足
の
約
あ
り
。
さ
ら
ば
、
夜
明
け
て
と
て
、
松
本
道
別
は
、
佐
々
木
作
樂
氏
と
共
に
、
本
郷
の
方
に

去
り
、
山
根
勇
藏
氏
は
、
余
と
共
に
し
て
、
終
に
余
が
家
に
や
ど
り
ぬ
。

　
ま
ど
ろ
む
間
も
な
く
、
覺
め
て
待
つ
に
、
道
別
來
た
る
。
出
立
す
。
田
中
桃
葉
も
加
は
り
て
、
一
行
す
べ
て

四
人
也
。

　
吾
妻
橋
ま
で
は
、
電
車
に
由
る
。
徒
歩
し
て
、
曳
舟
通
り
を
行
く
。
曳
舟
も
が
な
と
思
ひ
し
に
、
果
し
て
、

曳
舟
あ
り
。
夫
は
舟
に
あ
り
て
棹
を
と
り
、
妻
は
岸
上
に
あ
り
て
、
綱
に
て
舟
を
曳
く
。
兒
は
、
舟
中
に
坐
し
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て
菓
子
を
食
ふ
。
東
京
に
は
め
づ
ら
し
き
景
致
也
。
木
下
川
藥
師
の
石
標
に
導
か
れ
て
川
と
、
は
な
る
。
左
は

藥
師
、
右
は
江
戸
道
と
あ
る
石
標
二
つ
三
つ
見
る
。
東
京
の
近
郊
、
舊
き
道
標
は
多
け
れ
ど
も
、
江
戸
の
名
あ

る
は
、
他
に
あ
ま
り
見
當
ら
ず
。
生
れ
ぬ
前
の
江
戸
の
世
に
あ
ひ
た
る
心
地
し
て
、
い
と
ゆ
か
し
。
路
の
竝
木

に
、
藥
師
の
昔
の
繁
昌
も
思
ひ
や
ら
れ
て
、
寺
内
に
入
る
。
本
堂
も
、
庫
裡
も
、
新
築
に
か
ゝ
り
、
さ
ば
か
り

莊
嚴
の
趣
も
無
し
。
鶴
の
翼
を
張
り
た
る
が
如
き
一
株
の
松
、
富
の
松
と
い
ふ
八
代
將
軍
の
命
名
に
、
空
し
く

當
年
繁
昌
の
跡
を
殘
し
て
、
藥
師
の
利
益
は
、
既
に
う
す
ら
ぎ
け
む
、
參
詣
者
、
今
は
、
ま
れ
也
。

　
仁
王
門
を
出
で
て
、
左
折
す
れ
ば
、
小
丘
の
上
に
石
龕
あ
り
。
石
の
鳥
居
も
立
て
り
。
こ
れ
南
洲
留
魂
祠
に

し
て
、
勝
海
舟
の
建
て
し
所
に
係
る
。
建
て
し
海
舟
も
、
今
は
地
下
に
眠
れ
り
。
い
と
荒
廢
せ
る
さ
ま
也
。
橋

絶
え
て
、
行
く
に
路
無
し
。
池
一
面
、
水
草
生
ひ
て
、
水
を
見
ず
。
海
舟
や
、
南
洲
と
肝
膽
相
照
せ
り
。
南
洲

が
討
死
し
て
よ
り
間
も
な
く
、
即
ち
明
治
十
二
年
に
こ
の
祠
を
た
て
た
る
は
、
知
己
に
酬
ゆ
る
一
片
の
涙
の
ほ

ど
ば
し
れ
る
也
。
こ
な
た
の
丘
上
に
、
石
碑
あ
り
。
南
洲
自
書
の
詩
を
刻
す
。
其
詩
の
終
り
に
、
『
願
留
魂
魄

護
皇
城
』
の
句
あ
り
。
祠
名
も
こ
れ
よ
り
出
で
た
る
な
る
べ
し
。
海
舟
が
こ
の
詩
を
え
ら
び
た
る
は
、
南
洲
の

寃
を
雪
が
む
と
の
心
も
こ
も
る
べ
く
、
謀
叛
人
を
祀
る
辨
疏
の
意
も
、
ふ
く
ま
る
ゝ
な
る
べ
し
。
裏
面
に
、
海

舟
の
書
を
刻
し
、
南
洲
が
江
戸
市
民
の
大
恩
人
な
る
由
を
し
る
す
。
な
ほ
別
に
、
一
碑
あ
り
。
留
魂
碑
を
こ
ゝ

に
た
て
し
時
は
、
恰
も
旱
魃
に
際
せ
し
が
、
石
碑
運
び
出
さ
る
ゝ
に
及
び
て
大
に
雨
ふ
り
、
建
つ
る
時
に
も
大

に
ふ
り
て
、
農
民
雀
躍
し
て
相
喜
べ
り
、
雲
中
に
龍
の
姿
さ
へ
あ
ら
は
れ
た
り
な
ど
、
書
き
し
る
す
。
作
者
は
、

神
官
な
ど
に
や
、
南
洲
の
建
碑
と
豪
雨
と
何
か
關
係
あ
る
ら
し
く
言
ひ
な
せ
り
。
こ
ゝ
に
來
り
て
、
最
も
感
ぜ
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ら
る
ゝ
は
、
海
舟
の
誠
心
也
。
留
魂
祠
、
小
な
り
と
い
へ
ど
も
、
澆
季
の
世
の
中
に
、
ま
こ
と
の
朋
友
の
道
を

語
る
も
の
也
。

　
橋
畔
の
茅
店
に
休
息
す
。
店
前
に
一
道
の
川
あ
り
。
め
づ
ら
し
さ
う
に
、
我
等
を
見
入
る
童
子
に
問
へ
ば
、

一
人
の
童
子
、
新
川
な
り
と
い
ふ
。
水
澄
み
た
り
、
藻
の
花
も
さ
き
た
り
。
凉
風
青
田
を
わ
た
り
、
水
を
わ
た

り
て
、
い
と
心
地
よ
し
。
携
へ
し
握
飯
を
食
う
て
、
な
ほ
足
ら
ず
。
心
太
を
買
ひ
、
『
な
ほ
し
』
を
飮
む
。
四

人
み
な
醉
へ
り
。
陶
然
と
し
て
、
中
川
の
土
手
を
歩
し
、
諏
訪
野
の
渡
を
わ
た
る
。
桃
葉
し
き
り
に
、
薫
風
や

〳
〵
と
う
な
り
た
る
が
、
あ
と
の
句
が
う
か
ば
ず
。
田
の
く
さ
き
に
、
道
別
は
、
糞
風
や
〳
〵
と
ま
ぜ
か
へ
す
。

醉
う
て
は
、
句
も
出
來
ま
じ
と
云
へ
ば
、
桃
風
忽
ち
、

　
　
薫
風
や
直
酒
過
ぎ
た
る
四
人
づ
れ

と
い
ふ
。
何
で
も
な
き
句
も
、
場
合
に
應
じ
て
、
い
と
興
あ
り
。
妙
々
と
、
ほ
め
そ
や
す
。

　
柴
又
の
帝
釋
天
に
至
る
。
三
人
と
も
、
未
だ
人
車
鐵
道
を
知
ら
ず
と
い
ふ
に
、
導
い
て
、
發
着
所
に
い
た
り

て
、
唯
〻
一
目
見
物
し
、
去
つ
て
精
巧
を
き
は
め
た
る
仁
王
門
を
見
上
げ
、
堂
前
の
清
泉
に
渇
を
醫
し
、
堂
後

の
庭
に
、
花
菖
蒲
を
見
る
。
こ
れ
が
何
よ
り
の
御
功
徳
也
。
も
と
よ
り
堂
内
の
本
尊
に
は
、
縁
の
無
き
衆
生
の

身
、
村
店
の
酒
未
だ
醒
め
ざ
れ
ど
も
、
更
に
一
酌
を
と
て
、
此
地
に
有
名
な
る
川
甚
に
入
る
。
水
に
望
め
る
座

敷
に
上
る
よ
り
早
く
、
道
別
、
桃
葉
の
二
人
、
衣
を
脱
し
て
、
川
に
躍
り
込
む
。
わ
れ
山
根
氏
を
顧
み
て
、
君

は
如
何
に
と
云
へ
ば
、
水
泳
を
知
ら
ず
と
い
ふ
。
わ
れ
は
二
人
の
眞
似
し
て
、
水
に
入
つ
て
見
た
る
が
、
冷
堪

ふ
べ
か
ら
ず
、
直
ち
に
上
り
來
て
、
風
呂
に
入
る
。
一
冷
一
熱
、
衞
生
上
、
よ
い
か
、
わ
る
い
か
、
知
ら
ぬ
が

5



佛
。
浴
よ
り
出
づ
る
山
根
氏
、
川
よ
り
出
づ
る
道
別
、
桃
葉
を
待
ち
か
ね
て
團
欒
し
、
た
す
き
掛
け
の
女
中
に

酌
し
て
も
ら
ひ
て
、
此
料
理
屋
獨
得
の
川
魚
料
理
を
肴
に
、
酒
の
む
。
松
戸
よ
り
來
ら
れ
し
か
と
は
、
粗
末
な

る
わ
れ
ら
の
服
裝
、
ど
う
し
て
も
、
都
の
紳
士
と
は
見
え
ざ
れ
ば
な
る
べ
し
。
中
れ
り
と
一
笑
し
て
、
且
つ
飮

み
、
且
つ
眺
む
。
三
四
室
あ
る
一
亭
、
瀟
洒
に
し
て
、
直
ち
に
水
に
接
す
。
江
戸
川
溶
々
と
し
て
流
る
。
下
流

に
、
國
府
臺
の
林
丘
、
欝
蒼
と
し
て
横
は
る
。
こ
の
日
は
、
白
帆
見
え
ず
。
唯
〻
一
艘
、
下
流
に
あ
ら
は
れ
て
、

閑
鴎
の
浮
ぶ
が
如
く
見
え
し
が
、
滿
帆
に
孕
ま
れ
し
風
つ
よ
く
、
間
も
な
く
近
く
眼
前
を
過
ぐ
。
舟
の
水
を
切

る
音
、
高
く
江
天
に
ひ
ゞ
く
。
や
が
て
又
、
遠
く
上
り
て
、
ま
た
白
鴎
の
如
し
。
長
江
む
な
し
く
悠
々
と
し
て

天
を
浮
べ
て
流
る
。
江
山
に
對
す
れ
ば
、
天
地
は
人
間
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
嚢
中
を
思
へ
ば
、
心
細
し
。
熟
醉

を
買
ふ
ほ
ど
の
阿
堵
物
を
持
た
ず
。
萬
事
の
周
旋
は
、
一
行
中
の
世
才
に
長
け
た
る
山
根
氏
に
ま
か
せ
て
、
そ

の
さ
し
づ
の
ま
ゝ
に
切
り
上
ぐ
。
小
岩
停
車
場
よ
り
汽
車
に
の
る
こ
と
と
定
め
て
、
徒
歩
す
。
日
暮
れ
た
り
。

螢
ぼ
つ
〳
〵
飛
び
來
た
る
。

　
　
夕
闇
や
螢
過
ぎ
ゆ
く
鼻
の
先

と
山
根
氏
の
言
ふ
を
聞
け
ば
、
ど
う
に
か
、
か
う
に
か
、
句
に
な
つ
て
居
る
や
う
也
。
見
つ
け
次
第
、
捕
へ
て

紙
に
つ
ゝ
む
。

　
　
家
土
産
に
螢
と
ら
ば
と
思
ひ
け
り

と
云
へ
ば
、
桃
葉
は
、

　
　
螢
と
ぶ
や
蓮
田
の
上
を
一
文
字
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螢
と
ぶ
里
の
土
橋
の
く
づ
れ
よ
り

わ
れ
は
ま
た
、

　
　
螢
と
ぶ
木
蔭
の
墓
標
新
し
き

　
　
大
螢
終
に
逸
せ
し
川
邊
か
な

　
小
岩
停
車
場
に
着
き
て
、
上
り
汽
車
を
待
つ
。
片
田
舍
の
小
驛
の
暢
氣
さ
。
事
な
き
ま
ゝ
に
、
驛
長
は
少
年

の
驛
員
を
相
手
に
、
し
か
も
、
片
馬
は
づ
し
て
も
ら
つ
て
、
將
棊
を
さ
す
。
わ
れ
見
て
以
爲
へ
ら
く
、
田
舍
の

役
所
、
學
校
な
ど
に
て
職
務
を
妨
げ
ぬ
限
り
に
て
、
か
ゝ
る
娯
樂
を
爲
せ
ば
、
酒
色
な
ど
の
誘
惑
を
さ
く
る
方

便
と
も
な
り
て
、
至
極
よ
き
こ
と
と
て
、
一
寸
覗
き
し
處
、
下
手
將
棊
王
よ
り
飛
車
を
大
事
が
り
の
手
合
な
れ

ど
、
退
屈
ま
ぎ
ら
し
に
見
物
す
。
二
三
回
勝
負
つ
き
た
る
が
、
斧
の
柄
な
ら
ぬ
ス
テ
ツ
キ
は
朽
ち
も
せ
ず
、
下

界
の
、
し
か
も
下
手
の
勝
負
つ
く
こ
と
早
く
、
た
ゞ
、
ほ
ん
の
、
汽
車
を
待
つ
間
の
、
二
三
十
分
の
事
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
四
十
年
）
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